
東温市事務事業評価シート　令和２年度実施事業対象

№ ― 9

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 2

疾病予防費

保険証送付時にパンフレット等を同封し啓発をする。乳幼児期から歯科疾
患予防を行うため、市内各保育所・小学校等に歯ブラシの配布及び乳幼
児健診（7ヵ月・2歳）時に歯ブラシ・歯磨き粉の配布を実施します。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 市民課 係　　名 国民健康保険係 電話番号

補助金・負担金・支援 事業運営方法 直営 実施計画

エイズ予防パンフレットの配布

歯ブラシ等の配布（歯磨き粉は健診時のみ）

達成度を
測る指標

指標名

公的関与

089-964-4471 メールアドレス shimin@city.toon.ehime.jp

２ 医療保険制度の適正な運用

事業区分

事業の目的 疾病予防や医療費の自己負担軽減を図るため。 根拠法令等

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ６ 社会保障の充実

011 2047 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

最終目標

指標設定になじまない

予算費目 会計 国民健康保険特別会計 費目名 保健事業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 224 242 242

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 388 379 493

0.011 69 0.033 206 0.033 205

計(Ａ) 612 621 735

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 国民健康保険係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

虫歯予防に繋がるように、歯ブラシ等の配布を継続するだけでなく更なる取組み方法を考える必要があります。

効率性 成人式でパンフレットを配布することでエイズ等の病気について知識を得ることができます。

改　革
計　画

歯ブラシ等配布するだけでなく、健診担当等との連携により、更なる虫歯予防に繋がるよう、より効果的な取り組みに努めます。

今後の方向性 現状維持

乳幼児期から歯磨き指導を行うことで虫歯予防に一定の効果があると考えます。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

疾病に対して正しい知識・予防に繋げられるよう、パンフレットや歯ブラシの配布を継続して行い、関係部署と連携した取り組みに努め
てください。

二次評価者

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 681 827 940

Ｂ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

疾病に対し、正しい知識を身につけ予防することが必要となります。歯科疾患についても、乳幼児から始めることで歯磨きを通じて虫歯予防等に
努める必要があります。

有効性
配布した資料を目にすることで疾病の内容を知ることができます。また、配布した歯ブラシを使用し正しい歯磨き指導を受けることができ、歯科疾
患予防に期待ができます。

達成度

市民課長
総　合
評価点
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№ ― 1

年度 ～

単位 令和 元 年度 令和 2 年度 令和 3 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

① ④

② ⑤

③

費

元 2 3

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 3

4 4 3 3

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

病院等からの請求内容が適切であるかどうか審査し、医療費を適正な支出に抑えることにより、国保財政の安定化を図り、持続可能な保険制度
にする必要があります。

有効性
レセプトが電子化されましたが、手作業による審査も継続することで精度が更に向上しています。また、医療費通知やジェネリック利用差額通知等
を行うことで被保険者自身の受診・調剤状況を確認でき、頻回受診等の抑制に効果が期待できます。

達成度

市民課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 7,598 9,200 9,711

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 1.850 3,676 2.201 4,365 2.201 4,356
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 国民健康保険係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

レセプトの二次点検業務を国保連合会へ委託している市町もあるため、今後は、他市町の状況を見ながら業務内容の検討をしていく必要があり
ます。また、ジェネリック医薬品の活用については、自己負担額の軽減されるだけでなく、医療費の適正化に繋がるため、今後も一層の普及啓発
に努め、普及率の向上を図る必要があります。

効率性
医療費通知については、国保連合会の共同処理を利用しているため、コストの低減化が図られています。レセプトの再審査については、電子化
に伴い抽出方法に変化はありましたが、最終的なチェックを点検職員が行うため、精度の高い審査が効率的に実施されています。

改　革
計　画

ジェネリック医薬品の更なる普及率を目指し、医療機関等と連携を図るとともに薬局での提示カード等を被保険者証交付時に同封するなど、使用
割合向上に取り組みます。また、レセプト点検については、研修会等へ積極的に参加し、システム操作の知識を高め、更なる医療費の適正化に
努めます。

今後の方向性 現状維持

請求誤りを再審査することで医療費（保険者負担）が低減されています。また、ジェネリック医薬品の普及啓発等によりジェネリック医薬品へ切り替
える被保険者が増加し、普及率が向上するなど医療費の抑制に一定の効果が見られます。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品を活用することにより自己負担額の軽減や医療費の適正化に効果が期待できるため、保険証交付時や広報等を活用
し引き続き普及啓発に努めてください。
レセプト点検業務は、医療費適正化の観点から重要な業務です。2次点検を自庁方式で実施し成果が得られています。今後において
も現体制を維持し、医療費の適正化に努めてください。

二次評価者

その他特定財源 0 0 0

一般財源 0 0 0

0.054 337 0.226 1,412 0.226 1,402

計(Ａ) 3,585 3,424 3,953

予算費目 会計 国民健康保険特別会計 費目名 総務、保健事業

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 3,585 3,424 3,953

地方債 0 0 0

最終目標

ジェネリック医薬品普及促進 ジェネリック医薬品の使用割合 ％
80 80 80 80

77 79

再審査（返戻）
年間レセプト枚数に対する再審請
求件数

件
1,150 1,100 1,050 1,000

1,182 983

指標名

公的関与

089-964-4471 メールアドレス shimin@city.toon.ehime.jp

２ 医療保険制度の適正な運用

事業区分

事業の目的 適正な医療費の支出及び給付を図るため。 根拠法令等 国民健康保険法等

総合計画 政策目標 １ みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ６ 社会保障の充実

011 2053 事務事業名

主要施策

非該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

医療費適正化

被保険者への医療費等の通知等を実施、また、レセプト内容の点
検の充実を図り、医療費の支出及び給付の適正化を実施する。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 市民課 係　　名 国民健康保険係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

医療費通知の送付（年6回） 疾病等に対する治療・投薬の点検・審査の実施

ジェネリック医薬品利用差額通知の送付（年3回） 第三者行為による保険給付の疑義のあるレセプトの抽出

ジェネリック医薬品利用促進及び柔道整復の適正受診パン
フレットの送付

達成度を
測る指標


